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  令 和 ８ 年 １ 月 2 2 日 

北九州国際映画祭実行委員会事務局 

北九州市都市ブランド創造局 

報道機関 各位 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

初開催となる「サンフラワー・ショートフィルムス・インターナショナル・コンペティ

ション」について、審査員、トロフィーのデザイン、鑑賞チケットの販売方法が以下の

通り決定いたしましたので、周知のご協力をお願いいたします。  

 

  

 

 

 

 

 

■多彩な専門性を持つ４名の審査員が、それぞれの視点から審査を行い、グランプリ、 

準グランプリを決定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■コンペティション・ノミネート作品の鑑賞後に、観客の皆様が、映像、ストーリー、

将来性など、それぞれの評価基準で最も心に残り感動した作品に投票していただきま

す。 

 ■審査結果は表彰式にて発表いたします。 

「サンフラワー・ショートフィルムス・インターナショナル・コンペティション」とは 

全世界を対象に、短編映画作品（応募条件：５分以上２５分以下で、２０２３年１月１日以降に

完成し、日本初公開）を募集し、グランプリ、準グランプリ、観客賞を決定する国際コンペティ

ション。 

「第３回北九州国際映画祭」 
プログラム第３弾 

審査員の紹介 

初開催の短編映画国際コンペティション 
「サンフラワー・ショートフィルムス・インターナショナル・コンペティション」 

世界２６の国や地域から集まった１０２作品の頂点を決める！ 

 審査員４名が決定！ 

あなたも審査員！観客の投票により、観客賞を決定！

栄誉あるトロフィーは黒田征太郎氏がデザイン！

 コンペティションを満喫できるフリーパス販売開始！

フィルムカメラマン 

審査員長 山崎 裕 氏 

 

公益財団法人川喜多記念映画文化財団 

常務理事 

審査員 坂野 ゆか 氏 

映画監督・北九州市文化大使 

審査員 平山 秀幸 氏 

作家・北九州市文化大使 

審査員 町田 そのこ 氏 

観客賞の審査について 

©千川修 
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■グランプリ、準グランプリ、観客賞の受賞者の栄誉を称えるため、各人に贈られるトロ

フィーには、黒田征太郎氏がデザインした「ひまわり」が彩を添えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■コンペティション・ノミネート作品（１０作品）の全上映プログラム及び表彰式を満喫

できるフリーパスを以下の通り販売いたします。 

  

【販売開始日】 インターネット販売 令和８年１月２２日（木） 

        窓口販売      令和８年１月２４日（土） 

 

【対象作品】 ノミネート作品上映プログラム全て 

＜会場＞ Ｊ:ＣＯＭ北九州芸術劇場 中劇場 

  ①プログラムＡ（５作品） ２月２８日（土）１４時３０分～ 

②プログラムＢ（５作品） ２月２８日（土）１７時００分～ 

        ③プログラムＡ（５作品） ３月 １日（日）１０時３０分～ 

④プログラムＢ（５作品） ３月 １日（日）１３時００分～ 

⑤表彰式         ３月 １日（日）１４時３０分～ 

    ※①～⑤のプログラムについて個別の販売はございません。 

コンペティション・ノミネート作品はフリーパスでのみ鑑賞可能となります。 

【チケット料金】 ２，０００円（前売り、当日ともに同料金） 

 

【インターネット販売】 

ローソンチケット（※システム利用料等が別途必要です。） 

URL：https://l-tike.com/order/?gLcode=84688 

 

【窓口販売】 

〈前売り〉 

Ｊ:ＣＯＭ北九州芸術劇場Ｑ-station（北九州市小倉北区室町1-1-1-11） 

小倉井筒屋プレイガイド      （北九州市小倉北区船場町1-1） 

黒崎ひびしんホール               （北九州市八幡西区岸の浦2丁目1-1） 

〈当日券〉 

会場にて販売いたします。（現金のみ） 

ト ロ フ ィ ー に 刻 ま れ る 黒 田 征 太 郎 氏 の デ ザ イ ン 

シ ョ ー ト フ ィ ル ム 限 定 の フ リ ー パ ス を 販 売 

ローソンチケットHP 

デザイン原案 直筆コメント 画家 黒田 征太郎 氏 

https://l-tike.com/order/?gLcode=84688


 

 

審査員長 山崎 裕 氏 

日本大学芸術学部映画学科卒業。24歳のときに、長編記録映画『日本の華 浮世絵肉筆』でフィルムカメ

ラマンとしてデビュー。記録映画、CM、TVドキュメンタリー。TVドラマと幅広く活躍。『ワンダフルライ

フ』（是枝裕和監督）（99）で長編映画にも進出し是枝作品を多数てがけ『誰も知らない』（04）、『歩

いても 歩いても』（08）、などがある。その他の主な作品に「沙羅双樹」（河瀬直美監督）(03)、「永い

言い訳』（西川美和監督）（16）、『大いなる不在』近浦啓監督（23）などがある。 

 

審査員 坂野 ゆか 氏 

公益財団法人川喜多記念映画文化財団 常務理事 

慶応義塾 学 学部卒業。1998 年、財団法 川喜多記念映画 化財団へ 職し、国際部 担当として、

主に 本映画の海外映画祭出品を後押しすべく、各国際映画祭と 本側関係者とのコーディネーションに

努める。ハワイ国際映画祭、シンガポール国際映画祭、 港国際映画祭、台北映画祭等の国際映画祭審査

員、SKIP シティ国際 D シネマ映画祭等国内映画祭や公的機関の映画に関わる審査員やアドバイザーも務

める。2020 年 6  公益財団法 川喜多記念映画 化財団常務理事就任。 

 

審査員 平山 秀幸 氏 

１９５０年北九州市生まれ。県立戸畑高校、日本大学芸術学部卒。１９７６年「青春の殺人者」（長谷

川和彦監督）にスタッフとして参加。数々の映画の助監督を務め、１９９０年「マリアの胃袋」で監督。

９２年「ザ・中学教師」で日本映画監督協会新人賞受賞。９５年の「学校の怪談」は大ヒットを記録し、

人気シリーズとなる。９８年の「愛を乞うひと」はモントリオール世界映画祭国際批評家連盟賞、日本ア

カデミー賞最優秀監督賞、毎日映画コンクール最優秀監督賞など国内外の映画賞多数受賞。 

モダンホラーからジュブナイル、時代劇、社会派ミステリー、下町人情話、戦争映画、山岳ドラマな

ど幅広いジャンルの映画を発表し続けている。主な監督作品に「ターン」、「笑う蛙」、「ＯＵＴ」、

「レディ・ジョーカー」、「しゃべれども しゃべれども」、「やじきた道中 てれすこ」、「必死剣 鳥

刺し」、「太平洋の奇跡 フォックスと呼ばれた男」、「エヴェレスト 神々の山嶺」、「閉鎖病棟 そ

れぞれの朝」、「ツユクサ」など。 

 

審査員 町田 そのこ 氏 

  福岡県在住。２０１６年「カメルーンの青い魚」で「女による女のためのＲ－１８文学賞」大賞を受

賞。２０２１年「５２ヘルツのクジラたち」で第１８回本屋大賞を受賞。他著書に「月とアマリリス」

「コンビニ兄弟シリーズ」などがある。 

 

  

1939年大阪生まれ。イラストレーター、グラフィックデザイナー、画家。1968年デザイン事務所K2を

長友啓典と共に設立。ラジオやテレビ、映画などメディアにも多数出演。1993年ニューヨークを拠点と

する。音楽と共に絵を描くライブペインティングやPIKADONプロジェクトを展開。「野坂昭如/戦争童話

集」の映像化等を手がける。2009年北九州市に拠点を置く。2025年北九州市立美術館で展覧会を開催。 

 

※追加情報はプログラムが決定次第発表いたしますので、引き続き公式HP、SNSにご注目ください。 

 

 

 

【本リリースに関するお問合せ】 
都市ブランド創造局 MICE・メディア芸術課 
担当：藤田（課長）、蔭浦（係長） 
電話：093-551-8152

公式ＨＰ 公式Ｘ 公式インスタグラム 

審 査 員 プ ロ フ ィ ー ル 

黒 田 征 太 郎 氏 プ ロ フ ィ ー ル 

大 ⽂ 人 ⽂ ⼊ 門

日 日

⾹

月 人 ⽂

 



  令 和 ８ 年 １ 月 2 3 日 

北九州国際映画祭実行委員会事務局 

北九州市都市ブランド創造局 

報道機関 各位 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回北九州国際映画祭の開催に先立ち、開幕が間近に迫った２月１日(日)に、映画祭の魅力をい

ち早く体感できる特別イベントを実施します。 

本イベントでは、映画祭の見どころ紹介やゲストによるスペシャルトークを通じて、映画祭に向け

た期待感を高めるとともに、「映画の街・北九州」の魅力を広く発信します。 

また、会場ではショートフィルム・コンペティションのチケットを特別販売いたします。ぜひ取材

していただきますようよろしくお願いします。 

 

 

■開催日時  ２０２６年２月１日(日)１３：３０～１４：３０ 

■開催場所  小倉駅JAM広場（小倉北区浅野１－１） 

■ゲスト  光石
み つ い し

研
け ん

（俳優） 

町田
ま ち だ

そのこ（作家） 

■登壇者  武内
た け う ち

和久
か ず ひ さ

（北九州市長） 

近
ち か

浦
う ら

啓
け い

（映画監督） 

北九州ムービーアカデミー「グローバル・コネクト・キャンプ」参加学生 
 
■実施内容  第３回北九州国際映画祭の見どころトーク（市長・ゲスト） 

   ショートフィルム・コンペティション ノミネート10作品発表（近浦監督） 

   短編学生セレクション from BISFF紹介（ムービーアカデミー参加学生） 

   プログラム・ステッカー配布（光石研 [予定] ） 

   ショートフィルム・コンペティション_チケット販売 

■参加費  無料 

 

第３回北九州国際映画祭プレイベント 

『映画の街・北九州』フィルム・トーク 開催！ 

俳優 光石研 氏・作家 町田そのこ 氏 登場

近浦啓監督による「ｼｮｰﾄﾌｨﾙﾑ・ｺﾝﾍﾟﾃｨｼｮﾝ」ノミネート作品発表

世界２６の国や地域から集まった１０２作品から１０作品を発表

ムービーアカデミー参加学生によるショートフィルムの魅力紹介

映画祭の魅力をスペシャルゲストとともに紹介 

「第３回北九州国際映画祭」 
プレイベント 

 

👉       

👉  

 

👉  



光石
みついし

研
けん

 氏（俳優／第３回北九州国際映画祭ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ･ｱﾝﾊﾞｻﾀﾞｰ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

町田
ま ち だ

そのこ 氏（作家／第３回北九州国際映画祭ｼｮｰﾄﾌｨﾙﾑ･ｺﾝﾍﾟﾃｨｼｮﾝ審査員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

近
ちか

浦
うら

啓
けい

 氏（映画監督／第３回北九州国際映画祭総合ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※映画祭の最新情報については、公式HP、SNSをご確認ください。 

 

 

 

【本リリースに関するお問合せ】 
都市ブランド創造局 MICE・メディア芸術課 
担当：藤田（課長）、蔭浦（係長）、髙艸 
電話：093-551-8152

公式ＨＰ 公式Ｘ 公式インスタグラム 

北九州市八幡西区出身。高校在学中に曽根中生監督『博多っ子純情』(78) 

のオーディションを受け主演に抜擢される。以降、映画・ドラマを中心に

様々な役柄を演じる。2016年には映画『お盆の弟』(15/大崎章監督)、『恋人

たち』(15/橋口亮輔監督)にて第37回ヨコハマ映画祭助演男優賞、2019年には

『デザイナー渋井直人の休日』(TX)にて第15回コンフィデンスアワード・ド

ラマ賞主演男優賞を受賞。主演した映画『逃げきれた夢』(23)は第 76 回カ

ンヌ国際映画祭【ACID】部門に正式出品・第33回日本映画プロフェッショナ

ル大賞主演男優賞を受賞。近年の主な映画出演作は『波紋』(23)『夜明けの

すべて』(24) 『BAUS 映画から船出した映画館』（25）『フロントライン』

（25）『でっちあげ〜殺人教師と呼ばれた男』（25）『夏の砂の上』（25）

など。『ナイトフラワー』11月28日公開予定。 

©千川修 

作家。福岡県在住。2016年「カメルーンの青い魚」で「女による女のため

のR-18文学賞」大賞を受賞。 

2021年『52ヘルツのクジラたち』で第18回本屋大賞を受賞。他著書に『月

とアマリリス』「コンビニ兄弟シリーズ」などある。 

1977年生まれ、北九州市出身の映画監督。2018年、『コンプリシティ／

優しい共犯』で長編映画監督としてデビュー。第43回トロント国際映画祭

でのワールドプレミアを皮切りに、第23回釜山国際映画祭、第69回ベルリ

ン国際映画祭など、多くの国際映画祭に選出され、日本では第19回東京フ

ィルメックスで観客賞を受賞。2020年に全国劇場公開された。2023年、長

編第２作『大いなる不在（英題：GREAT ABSENCE）』が完成し、第48回トロ

ント国際映画祭、第71回サン・セバスティアン国際映画祭、共にコンペテ

ィション部門にノミネートされる。サン・セバスティアン国際映画祭で

は、最優秀俳優賞（藤竜也）、アテネオ・ギプスコアノ賞のダブル受賞を

果たす。翌年2024年、USプレミア上映の第67回サンフランシスコ国際映画

祭では、長編実写映画コンペティションの最高賞であるグローバル・ビジ

ョンアワードを受賞。 

Photo: Tetsuya Arai   

ゲスト・登壇者プロフィール 

 





































  令 和 ８ 年 2 月 2 5 日 

北九州国際映画祭実行委員会事務局 

北九州市都市ブランド創造局 

報道機関 各位 

 

 

 

 

 
 

この度、第３回北九州国際映画祭において、初となる“特別功労賞”を、俳優の 

「藤 竜也」氏に授与することを決定いたしました。 

なお、授与式は２月２８日（土）１１時よりＪ:ＣＯＭ北九州芸術劇場中劇場におい

て開催される「オープニングセレモニー」内にて執り行います。 

周知及び取材のご協力の程、よろしくお願いいたします。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【藤 竜也氏プロフィール】 

本名：伊藤 竜也  生年月日：1941年8月27日（84歳） 出身：中国（北京）、横浜育ち 

北九州ロケ作品の出演：「海猿」（2004）、「大いなる不在」（2023）など 

日本大学芸術学部在学中にスカウトされて、日活に入社。「望郷の海」（1962）でスクリーン

デビュー。長きにわたって、映画・TVドラマなど幅広い分野で活躍。 

2023年 第71回サン・セバスティアン国際映画祭・コンペティション部門で、最優秀主演賞

（『大いなる不在』）を受賞。第45回ヨコハマ映画祭で特別大賞を受賞。 

2024年 第33回 日本映画プロフェッショナル大賞で特別功労賞を受賞。北米の日本映画祭であ

るジャパン・カッツで特別生涯功労賞を受賞。 

 

 

 

 

北九州国際映画祭「特別功労賞」とは 

 

「映画の街・北九州」に共感するととも

に、映画業界での長期にわたる業績や貢献

が特に著しい人物又は団体を称え、北九州

国際映画祭実行委員会が北九州国際映画祭

の会期中に授与する名誉賞。 

 

【本リリースに関するお問合せ】 
都市ブランド創造局 MICE・メディア芸術課 
担当：藤田（課長）、蔭浦（係長） 
電話：093-551-8152

第３回 北九州国際映画祭  

俳優の藤 竜也氏に特別功労賞の授与決定！ 

公式ＨＰ 公式Ｘ 公式インスタグラム 
 



  令 和 ８ 年 ３ 月 ２ 日 

北九州国際映画祭実行委員会事務局 

北九州市都市ブランド創造局 

報道機関 各位 

 

 

 

 

 
 

この度、第３回北九州国際映画祭にて、短編映画の国際コンペティション「サンフラワ

ー・ショートフィルムス・インターナショナル・コンペティション」を初開催しました。 

２月２８日（土）から３月１日（日）にかけて、ノミネート１０作品の上映、監督による

アフタートークや来場者による観客賞の投票などを実施しました。 

厳正なる審査の結果、世界２６の国と地域から応募があった１０２作品の中から、初とな

るグランプリ作品及び各賞を下記のとおり決定しました。 

周知及び取材のご協力の程、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         （表彰式の様子）                （表彰式の様子） 

 

      ゴールデン・サンフラワー（グランプリ） 
      『Laughing and Crying』 チェ・タギャモン監督（フィリピン） 
 

【プロフィール】 

フィリピン出身の独立系映画作家・メ

ディアアーティスト。フィリピン大学

で映画学の学士号を取得。映画、アニ

メーション、写真を横断しながら、フ

ィリピンの女性や子どもの生活体験に

根ざした階級格差、ディアスポラ、記

憶をテーマに作品を制作している。 

【作品解説】 

祖父と過ごした、ある午後の遠い記憶。学校に持参する花を摘むため、古い街並みから高層ビルがそびえ立つ

ビジネス街へと歩みを進める二人。活気ある街の喧騒とその隣に静まり返る富裕層のための墓地。幼い心に初

めて芽生えた階級意識と今の自分を形作る原風景を、温かなアニメーションで繊細に描き出した9分間の瞑想。 

第３回北九州国際映画祭  

初の短編映画国際コンペティションのグランプリ作品が決定！ 
- サンフラワー・ショートフィルムス・インターナショナル・コンペティション -  



 

      シルバー・サンフラワー（準グランプリ） 

      『Feel Nothing Inc.』 ゾーイ・グリーンバウム（イギリス/アメリカ） 

 

【プロフィール】 

アメリカ出身、ロンドン在住の映画監

督・脚本家・ビジュアルアーティス

ト。ニューヨークのスクール・オブ・

ビジュアル・アーツで美術を学んだ

後、京都精華大学でギャグ漫画を5年間

研究。2020年にロンドン・フィルム・

スクールで修士号を取得。 

【作品解説】舞台は、冷ややかな空気が流れるロンドンの街。 感情さえもシステム化された世界で、二人は何

を見つけるのか。 都会の孤独と、その先にある微かな救い。 鮮烈な視点で描かれる12分間の物語。 

 

 

      オーディエンス・アワード（観客賞）※２００票以上の投票の中から約７０票を獲得 

      『MulJil: Diving』 ユ・ヨンウン監督（韓国） 

 

【プロフィール】 

ソウルを拠点に活動する映画作家。実

話、当事者の声、異文化間の視点を融

合させた作品を手がける。ニュージー

ランドで育ち、人と自然界の関係に対

する深い探究心を培った。その関心は、

現在の映画制作における視点にも影響

を与え続けている。 

【作品解説】済州島の海と共に生きてきた77歳の海女、ヤン・ヨンサム。病によって記憶が少しずつ失われてい

く中でも、彼女は本能と献身に突き動かされるように毎日海へと戻る。たとえ頭が忘れても、その体は波の下

で過ごした一生のリズムを覚えている——。ドキュメンタリーとナラティブの境界を揺らぎながら、一人の女性

と母なる海との深い共生を静かに描き出した、記憶とレジリエンス（回復力）を巡る25分の物語。 

 

スペシャル・メンション（審査員特別言及） 

※受賞作品ではないものの、表彰式の場で審査員が特にコメントした作品 

『After All』 チョンイェン・リュウ監督（フランス） 

【プロフィール】中国・貴州省出身、パリを拠

点に活動するビジュアルアーティスト・映画作家。 

【作品解説】監督自身の実体験に基づき、喪失

の痛み、個を置き去りにする社会構造への問いを、

静謐かつ鋭い視点から描き出す25分間の対話劇 

【本リリースに関するお問合せ】都市ブランド創造局 MICE・メディア芸術課 
担当：藤田（課長）、蔭浦（係長）電話：093-551-8152 


